
1 

平成２５年度山梨県一般会計及び特別会計歳入歳出決算の概況について 

 

１ 一般会計決算の概況 
 （単位：円、％） 

区       分 平成２５年度 平成２４年度 増 減 額 増減率 

歳 入 総 額 A 501,757,584,209 477,877,141,043 23,880,443,166 5.0 

歳 出 総 額 B 488,189,938,237 467,158,851,177 21,031,087,060 4.5 

歳入歳出差引額 

（形式収支額） 
C=A－B 13,567,645,972 10,718,289,866 2,849,356,106 26.6 

翌年度繰越財源額 D 11,127,254,050 6,629,419,700 4,497,834,350 67.8 

実 質 収 支 額 E=C－D 2,440,391,922 4,088,870,166 △1,648,478,244 △40.3 

前年度実質収支額 F 4,088,870,166 3,824,017,348 264,852,818 6.9 

単年度収支額 G=E－F △1,648,478,244 264,852,818 △1,913,331,062 △722.4 

財政調整基金 

積 立 額 
H 4,334,987,427 1,211,275,797 3,123,711,630 257.9 

地方債繰上償還額 I 0 0 0 － 

財政調整基金 

取 崩 額 
J 0 0 0 － 

実質単年度収支額 
K=G+H

+I－J 
2,686,509,183 1,476,128,615 1,210,380,568 82.0 

 

 

○ 歳入総額は、５，０１７億５，７５８万４，２０９円 

歳出総額は、４，８８１億８，９９３万８，２３７円となった。 

 

○ 前年度に比べ、歳入総額は２３８億８，０４４万円余、５．０％の増、 

歳出総額は２１０億３，１０８万円余、４．５％の増となった。 

 

○ 歳入歳出差引額（形式収支額）は、１３５億６，７６４万円余で、平成２６年度への繰

越財源額１１１億２，７２５万円余を差し引いた実質収支額は、２４億４，０３９万円余

の黒字となった。 

 

○ 平成２５年度の実質収支額から、前年度実質収支額の４０億８，８８７万円余を差し

引いた単年度収支額は１６億４，８４７万円余の赤字となった。 

 

○ さらに、単年度収支額に財政調整基金積立額の４３億３，４９８万円余を加算した実質

単年度収支額は、２６億８，６５０万円余の黒字となった。 
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（歳入の状況） 

○ 総 括 

 

 

・ 収入率は、予算現額に対し９０．６％、調定額に対し９９．２％となった。 

   （前年度収入率は対予算現額 ８８．８％、対調定額 ９９．１％） 

 

・ また、収入済額を前年度と比べると、２３８億８，０４４万円余、５．０％の増とな

った。 

 

・ 不納欠損額は、既に調定された歳入のうち時効の成立等により徴収ができないと認定

されたもので、その主な内容は、県税と県税に係る加算金の合計が 

３億３，４２４万円余、７９．６％、諸収入が６，９６４万円余、１６．６％を占めて

いる。 

 

・ 収入未済額は、既に調定された歳入のうち出納閉鎖までに収納されなかったもので、

その主な内容と構成比は県税と県税に係る加算金の合計が２３億９，１６９万円余、 

６８．０％、諸収入が６億５，３２８万円余、１８．６％、使用料及び手数料が 

４億１，１５８万円余、１１．７％を占めている。 

 

○ 主なもの 

・ 県  税 

収入済額は、８２５億６，７８５万円余で、 

前年度に比べ、７億１１３万円余、０.８％の減となった。 

○ 収入済額が増加した主な内容 

・ 個人県民税： １０億８，２９１万円  

・ 軽油引取税：  ２億２，５３３万円 

○ 収入済額が減少した主な内容 

・ 法人県民税：  ８億９，７１７万円 

・ 県たばこ税：  ７億９，９１０万円 

・ 法人事業税：  ２億８，００７万円 

 

 

・ 地方消費税清算金 

収入済額は、１６８億１，３０７万円余で、 

前年度に比べ、１億４，２５０万円余、０．８％の減となった。 ←  

 

 

・ 地方譲与税 

収入済額は、１４５億１，０１１万円余で、 

前年度に比べ、２１億７，４６９万円余、１７．６％の増となった。 

予算現額 ５，５３９億６，１４８万１，３６３円 

調 定 額 ５，０５６億９，５０９万９，１３４円 

収入済額 ５，０１７億５，７５８万４，２０９円 

不納欠損額 ４億１，９９９万１，６１８円 

収入未済額 ３５億１，７５２万３，３０７円 
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○ 収入済額が増加した主な内容 

・ 地方法人特別譲与税： ２２億１，７０５万円 

○ 収入済額が減少した主な内容 

・ 地方揮発油譲与税・：    ３，６７２万円 

 

 

・ 地方特例交付金  

収入済額は、２億７，６６７万円余で、 

前年度に比べ、７１７万円余、２．７％の増となった。 

 

 

・ 地方交付税 

収入済額は、１，３２３億８，９６５万円で、 

前年度に比べ、６億２，０３７万円余、０．５％の増となった。 

 

 

・ 交通安全対策特別交付金  

収入済額は、３億２，９０１万円余で、 

前年度に比べ、１，０００万円余、３．０％の減となった。 

 

 

・ 分担金及び負担金 

収入済額は、３０億１，２６６万円余で、 

前年度に比べ、１億１，７９９万円余、４．１％の増となった。 

○ 収入済額が増加した主な内容 

・ 農地費負担金・・・・： ４億    ７万円 

○ 収入済額が減少した主な内容 

・ 都市計画費負担金・・： １億５，５５９万円 

 ・ 林業費負担金・・・・：・・・３，８００万円 

 ・ 道路橋りょう費負担金：・・・３，７８６万円   

 

 

・ 使用料及び手数料 

収入済額は、５６億４，５０４万円余で、 

前年度に比べ、４億３４７万円余、６．７％の減となった。 

○ 収入済額が増加した主な内容 

・ 児童福祉費使用料：   ２，１７３万円 

○ 収入済額が減少した主な内容 

・ 社会福祉費使用料： ３億５，８７２万円 

・ 証紙収入使用料 ：   ７，２７７万円 
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・ 国庫支出金 

収入済額は、８３６億２，０５２万円余で、 

前年度に比べ、１７２億９，１８０万円余、２６．１％の増となった。 

○ 収入済額が増加した主な内容 

・ 諸支出金国庫補助金  ： １４１億２，４２５万円 

・ 土木費国庫補助金   ：  ４３億４，０１４万円 

・ 農林水産業費国庫補助金：   ２０億５，５８１万円 

・ 総務費国庫補助金   ：  １５億６，９０１万円 

○ 収入済額が減少した主な内容 

・ 民生費国庫補助金   ：  ２２億１，４３４万円 

 ・ 労働費国庫補助金   ：  １９億３，６５９万円 

 ・ 教育費国庫負担金   ：   ６億５，３３９万円 

 

 

・ 財産収入 

収入済額は、１０億５，３８５万円余で、 

前年度に比べ、４億２，７８６万円余、６８．４％の増となった。 

○ 収入済額が増加した主な内容 

・ 不動産売払収入 ： ２億５，３５９万円 

・ 出えん金返還収入： １億１，８９４万円 

・ 利子及び配当金 ：   ４，１８６万円 

 

 

・ 繰入金 

収入済額は、４６１億８５４万円余で、 

前年度に比べ、５１億３，８３８万円余、１２．５％の増となった。 

○ 収入済額が増加した主な内容 

・ 公共施設整備等事業基金繰入金   ： ５９億８，７８７万円 

 ・ 地域医療再生臨時特例基金繰入金  ： ２１億９，９２９万円 

 ・ 森林整備加速化・林業再生基金繰入金： １４億２，７７８万円 

○ 収入済額が減少した主な内容 

・ 商工業振興資金特別会計繰入金   ： １６億３，４９８万円 

 ・ 介護保険財政安定化基金繰入金   ： １１億１，５２４万円 

 ・ 緊急雇用創出事業臨時特例基金繰入金：  ９億１，８００万円 

 ・ 医療施設耐震化臨時特例基金繰入金 ：  ８億５，３４８万円 

 

 

・ 諸収入 

収入済額は、２５３億１，１４０万円余で、 

前年度に比べ、３億１，９５５万円余、１．３％の増となった。 

○ 収入済額が増加した主な内容 

・ 総務貸付金 ： ９億１，００４万円 

○ 収入済額が減少した主な内容 

・ 衛生貸付金 ： ４億３，３８４万円 

 ・ 土木受託事業： １億６，７５８万円 
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・ 県  債 

収入済額は、７９２億８，８１０万円で、 

前年度に比べ、２２億６，２５０万円、２．９％の増となった。 

○ 収入済額が増加した主な内容 

・ 一般補助事業債： ６２億２，３００万円 

・ 臨時財政対策債：  ７億８，３５０万円 

○ 収入済額が減少した主な内容 

・ 単独事業債  ： ２６億５，７００万円 

・ 災害復旧事業債： １０億８，７００万円 
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（歳出の状況） 

○ 総 括 

予 算 現 額 ５，５３９億６，１４８万１，３６３円 

支 出 済 額 ４，８８１億８，９９３万８，２３７円 

翌年度繰越額 ５１３億３，８８０万１，５５２円 

不 用 額 １４４億３，２７４万１，５７４円 

 

・ 支出済額は、前年度に比べ、２１０億３，１０８万円余、４．５％の増となっている。 

 

・ 予算現額に対する執行率は、８８．１％であり、前年度の執行率８６．８％に比べ、 

１．３％の増となっている。 

 

 

○ 主なもの 

・ 総務費 

支出済額は、３３９億６，２７７万円余で、 

前年度に比べ、４８億２，５０２万円余、１６．６％の増となった。 

○ 支出済額が増加した主な内容 

・ 防災新館整備等事業費        ： ２９億   ２１万円 

 ・ リニア見学センターリニューアル事業費： １２億７，９９０万円 

 ・ 参議院議員通常選挙費        ：  ４億２，７８６万円 

 ・ 防災行政無線管理費         ：  ３億   ４９万円 

 ・ 別館改修事業費           ：  １億２，１６４万円 

○ 支出済額が減少した主な内容 

・ 退職手当              ：  ３億２，８０９万円 

 

 

・ 民生費 

支出済額は、４８１億４，１６３万円余で、 

前年度に比べ、２９億２，９６５万円余、５．７％の減となった。 

○ 支出済額が増加した主な内容 

・ 介護基盤緊急整備等臨時特例基金事業費補助金：  ３億６，８５０万円 

○ 支出済額が減少した主な内容 

・ 介護基盤緊急整備等臨時特例基金積立金   ： １５億２，７８２万円 

 ・ 介護保険財政安定化基金事業費       ：  ７億３，５６７万円 

 ・ 安心こども基金積立金           ：  ４億８，７２２万円 

 ・ 重度心身障害者医療費助成事業費      ：  ３億３，８９５万円 

 ・ 障害者自立支援基盤整備事業費       ：  ２億２，８６５万円 

 

 

・ 衛生費 

支出済額は、２３４億３，２５４万円余で、 

前年度に比べ、１２億９３７万円余、５．４％の増となった。 
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○ 支出済額が増加した主な内容 

・ 施設整備等資金貸付金         ： １１億７，０００万円 

・ 地域医療再生臨時特例基金積立金    ： １０億５，２７８万円 

 ・ 再生可能エネルギー等導入推進基金積立金：  ８億    ９万円 

○ 支出済額が減少した主な内容 

・ 医療施設耐震化臨時特例基金事業    ： １８億３，７３６万円 

 

 

・ 労働費 

支出済額は４３億５，４２８万円余で、 

前年度に比べ、２５億８，１８９万円余、３７．２％の減となった。 

○ 支出済額が増加した主な内容 

・ 職業能力開発校管理費       ：  １億５，２０２万円 

○ 支出済額が減少した主な内容 

・ 緊急雇用創出事業臨時特例基金積立金： １９億６，０６１万円 

 ・ 緊急雇用創出事業臨時特例基金事業金：  ４億２，２６５万円 

・ 職業能力開発施設再編整備事業費  ：  ４億  ５８０万円 

 

 

・ 農林水産業費 

支出済額は３６９億３，２８５万円余で、 

前年度に比べ、４４億２，４７４万円余、１３．６％の増となった。 

○ 支出済額が増加した主な内容 

・ 復旧治山費             ： １４億７，７７０万円 

・ 土地改良費             ：  ９億９，４３３万円 

・ 予防治山費             ：  ７億１，２０３万円 

・ 農地防災事業費           ：  ４億１，４１２万円 

・ 企業参入型野菜産地強化事業費補助金 ：  ４億１，１７６万円 

・ 果樹産地再生関連施設整備事業費補助金：  ３億３，７０８万円 

 

 

・ 商工費 

支出済額は３２１億４，１１９万円余で、 

前年度に比べ、１５億３１６万円余、４．５％の減となった。 

○ 支出済額が減少した主な内容 

・ 商工業振興資金特別会計繰出金： １３億８，８２６万円 

・ 企業立地対策費       ：  １億２，１８８万円 

 

 

・ 土木費 

支出済額は７７６億２，５９８万円余で、 

前年度に比べ、５７億６，４６１万円余、８．０％の増となった。 
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○ 支出済額が増加した主な内容 

・ 道路橋りょう建設費： ５８億４，５７８万円 

 ・ 道路維持費    ： １８億２，９６１万円 

○ 支出済額が減少した主な内容 

・ 道路橋りょう整備費： １３億８，５３０万円 

・ 河川整備費    ：  ５億２，６８６万円 

 

 

・ 警察費 

支出済額は２１６億３，２６１万円余で、 

前年度に比べ、３億８，１３４万円余、１．８％の増となった。 

○ 支出済額が増加した主な内容 

・ 交通管制センター整備費： ７億６，０１６万円 

・ 災害警備等警戒取締費 ：   ６，９３２万円 

・ 交通安全施設整備費  ：   ５，８５７万円 

・ 電算機運営費     ：   ５，５１７万円 

・ 強行犯罪捜査取締費  ：   ４，０２８万円 

○ 支出済額が減少した主な内容 

・ 職員給与費等     ： ６億８，９１５万円 

 

 

・ 教育費 

支出済額は８７５億３，９６６万円余で、 

前年度に比べ、３５億７５万円余、３．８％の減となった。 

○ 支出済額が増加した主な内容 

・ 退職手当            ：  ６億３，０３５万円 

・ 山梨県国民文化祭実行委員会負担金：  ２億６，９２０万円 

○ 支出済額が減少した主な内容 

・ 職員給与費等（小学校費）    ： １２億６，６０３万円 

・ 新県立図書館整備事業費     ： １１億５，１７４万円 

・ 高校施設整備費         ：  ７億６，１１２万円 

・ 職員給与費等（中学校費）    ：  ６億８，７４５万円 

・ 職員給与費等（高等学校費）   ：  ５億１，９８９万円 

 

 

・ 災害復旧費 

支出済額は７億１，８６４万円余で、 

前年度に比べ、３２億３，６４０万円余、８１．８％の減となった。 

○ 支出済額が減少した主な内容 

・ 土木施設災害復旧費    ： １９億２，１５０万円 

・ 林道災害復旧費      ：  ４億  ４９３万円 

・ 国直轄災害復旧事業費   ：  ３億  ７９６万円 

・ 県単独災害復旧費     ：  ２億６，７４０万円 

・ 林地荒廃防止施設災害復旧費：  ２億４，２７３万円 
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・ 公債費 

支出済額は８４２億３，１５６万円余で、 

前年度に比べ、７億９，２５８万円余、０．９％の増となった。 

 

 

・ 諸支出金 

支出済額は３６５億４，２２４万円余で、 

前年度に比べ、１７４億１，９４９万円余、９１．１％の増となった。 

○ 支出済額が増加した主な内容 

・ 公共施設整備等事業基金積立金： １４１億４，５２８万円 

・ 財政調整基金積立金     ：  ３１億２，３７１万円 
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２ 特別会計決算の概況 

  （単位：円、％） 

区       分 平成２５年度 平成２４年度 増 減 額 増減率 

歳 入 総 額  A 290,551,196,767 292,862,740,054 △2,311,543,287 △0.8 

歳 出 総 額  B 276,894,051,377 280,270,804,346 △3,376,752,969 △1.2 

歳入歳出差引額 
（形式収支額） 

C=A－B 13,657,145,390 12,591,935,708 1,065,209,682 8.5 

翌年度繰越財源額 D 409,169,227 245,019,523 164,149,704 67.0 

実質収支額  E=C－D 13,247,976,163 12,346,916,185 901,059,978 7.3 

 

 

○ 特別会計は、恩賜県有財産特別会計など１２会計である。 

 

○ 歳入総額は、２，９０５億５，１１９万６，７６７円 

歳出総額は、２，７６８億９，４０５万１，３７７円となった。 

 

○ 前年度と比べ、歳入総額は２３億１，１５４万円余、０．８％の減、 

歳出総額は３３億７，６７５万円余、１．２％の減となった。 

 

○ 歳入歳出差引額（形式収支額）は、１３６億５，７１４万円余で、  

平成２６年度への繰越財源額４億９１６万円余を差し引いた実質収支額は、 

１３２億４，７９７万円余となり、９会計が黒字、３会計が収支同額となった。 
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○ 恩賜県有財産特別会計 

収入済額は、９６億４，０６１万円余で、 

前年度に比べ、４億５，４５９万円余、４．９％の増となった。 

○ 収入済額が増加した主な内容 

・ 繰越金・・・・：・３億６，５０８万円 

・ 不動産売払収入：・２億５，５６０万円 

○ 収入済額が減少した主な内容 

・ 事業費補助金・：・１億５，７３１万円 

 

支出済額は６５億８，８０８万円余で、 

前年度に比べ、５，９８４万円余、０．９％の減となった。 

○ 支出済額が増加した主な内容 

・ 保護管理費・・：・２億６，９４４万円 

・ 林道費・・・・：・・・４，５８７万円 

○ 支出済額が減少した主な内容 

・ 林道災害復旧費：・２億５，２６８万円 

・ 元利償還金・・： 1億１，６６３万円 

 

 

○ 災害救助基金特別会計 

収入済額は、２，７０９万円余で、 

前年度に比べ、２，６０２万円余、２，４２８．５％の増となった。 

○ 収入済額が増加した主な内容 

・ 災害救助費国庫負担金：・１，４７７万円 

・ 繰入金・・・・・・・：・１，１６５万円 

 

   支出済額は、２，７０９万円余で、 

前年度に比べ、２，６０２万円余、２，４２８．５％の増となった。 

○ 支出済額が増加した主な内容 

・ 救助費： ２，６４２万円 

 

 

○ 母子寡婦福祉資金特別会計 

収入済額は、２億９７４万円余で、 

前年度に比べ、５８２万円余、２．７％の減となった。 

○ 収入済額が増加した主な内容 

・ 繰越金・・・・・・・：・１億  ９６３万円 

○ 収入済額が減少した主な内容 

・ 母子寡婦福祉資金債・：・・・７，４００万円 

・ 繰入金・・・・・・・：・・・３，６５０万円 

・ 母子福祉資金元利収入：・・・・・４９５万円 
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支出済額は、６，６７８万円余で、 

前年度に比べ、１，２４９万円余、１５．８％の減となった。 

○ 支出済額が増加した主な内容 

・ 寡婦福祉費（貸付金）：   １７７万円 

○ 支出済額が減少した主な内容 

・ 母子福祉費（貸付金）： １，４７４万円 

 

 

○ 中小企業近代化資金特別会計 

収入済額は、６３億２，９１１万円余で、 

前年度に比べ、９，０８５万円余、１．４％の減となった。 

○ 収入済額が増加した主な内容 

・ 繰越金・・・・・・・・・・・・・・・・：・７億７，６９４万円 

○ 収入済額が減少した主な内容 

・ 高度化資金貸付金償還金・・・・・・・・・：・８億４，３７３万円 

・ 県単独中小企業設備貸与資金貸付金償還金：   １，７４４万円 

 

   支出済額は、１２億１，６３５万円余で、 

前年度に比べ、３億９９１万円余、２０．３％の減となった。 

○ 支出済額が増加した主な内容 

・ 小規模企業者等設備導入資金貸付金： １億２，９７８万円 

○ 支出済額が減少した主な内容 

・ 高度化資金貸付金・・・・・・・・・： ４億２，０４３万円 

・ 県単独中小企業設備貸与資金貸付金： ・・１，９６１万円 

 

 

○ 農業改良資金特別会計 

収入済額は、２億１，４８０万円余で、 

前年度に比べ、２，７３５万円余、１１．３％の減となった。 

○ 収入済額が減少した主な内容 

・ 農業改良資金償還金： ２，３５２万円 

・ 繰越金      ：   １７９万円 

 

   支出済額は、５，９０７万円余で、 

前年度に比べ、５０３万円余、７．９％の減となった。 

○ 支出済額が減少した主な内容 

・ 償還金  ： １６４万円 

・ 貸付金  ： １５２万円 

・ 資金運営費： １０５万円 
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○ 市町村振興資金特別会計 

収入済額は、５５億３，５２１万円余で、 

前年度に比べ、７，３８８万円余、１．４％の増となった。 

○ 収入済額が増額した主な内容 

 ・ 繰越金・・・・・・・・：・１億７，６２７万円 

○ 収入済額が減少した主な内容 

・ 貸付金元利収入（元金）：・・・９，７６４万円 

 

 

   支出済額は、１２億９，８９５万円余で、 

前年度に比べ、２億８，７１９万円余、１８．１％の減となった。 

○ 支出済額が増加した主な内容 

・ 一般会計繰出金・・・・：・１億円 

○ 支出済額が減少した主な内容 

・ 市町村振興資金貸付金・：・３億６，７４０万円 

・ 辺地振興資金貸付金・・：・・・１，５６０万円 

・ 過疎地域振興資金貸付金：・・・・・４２０万円 

 

 

○ 県税証紙特別会計 

収入済額は、１７億６，６０３万円余で、 

前年度に比べ、１億８，４９３万円余、９．５％の減となった。 

○ 収入済額が減額した主な内容 

・ 自動車取得税証紙収入： １億８，２８９万円 

 

   支出済額は、１７億４，５７０万円余で、 

前年度に比べ、１億７，７２２万円余、９．２％の減となった。 

○ 支出済額が減少した主な内容 

・ 自動車取得税繰出金：・１億６，４１２万円 

・ 自動車税繰出金・・：・・・１，３１１万円 

 

 

○ 集中管理特別会計 

収入済額は、１，０１２億５，０３９万円余で、 

前年度に比べ、４２億６，２２７万円余、４．０％の減となった。 

○ 収入済額が減少した主な内容 

 ・ 給与管理収入： ４２億５，９３５万円  

 

   支出済額は、１，０１２億２，５２９万円余で、 

前年度に比べ、４２億６，２２９万円余、４．０％の減となった。 

○ 支出済額が減少した主な内容 

・ 給与管理費： ４２億６，４４７万円 
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○ 商工業振興資金特別会計 

収入済額は、５３７億７，３１６万円余で、 

前年度に比べ、３０億２，３４７万円余、５．３％の減となった。 

○ 収入済額が減少した主な内容 

・ 貸付金元利収入（元金）：・１６億３，５２１万円 

・ 繰入金・・・・・・・・：・１３億８，８２６万円 

 

   支出済額は、５３７億７，３１６万円余で、 

前年度に比べ、３０億２，３４７万円余、５．３％の減となった。 

 

○ 支出済額が減少した主な内容 

 ・ 一般会計繰出金： １６億３，４９８万円 

 ・ 資金貸付金  ： １３億８，８２６万円 

 

 

○ 林業・木材産業改善資金特別会計 

収入済額は、１億４，４９８万円余で、 

前年度に比べ、９６２万円余、７．１％の増となった。 

○ 収入済額が増加した主な内容 

・ 繰越金： ９９７万円 

 

支出済額は、３，５３１万円余で、前年度に比べ、 

１５０万円余、４．１％の減となった。 

○ 支出済額が減少した主な内容 

・ 林業・木材産業改善資金貸付金： １４８万円 

 

 

○ 流域下水道事業特別会計 

収入済額は、６６億９，４６０万円余で、 

前年度に比べ、９億７，４９０万円余、１２．７％の減となった。 

○ 収入済額が増加した主な内容 

・ 繰越金・・・・：・１億  ４６６万円 

○ 収入済額が減少した主な内容 

・ 事業費県補助金：・６億４，９７０万円 

・ 事業費負担金・：・２億   ３６万円 

・ 管理費負担金・：・１億２，４９８万円 

・ 下水道債・・・：・１億  ５００万円 

 

     支出済額は、５８億９，２７８万円余で、 

前年度に比べ、９億５７７３万円余、１４．０％の減となった。 

○ 支出済額が減少した主な内容 

・ 流域下水道建設費： ８億７，４７３万円 

・ 維持管理費・・・：   ８，５２８万円 
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○ 公債管理特別会計 

   収入済額は、１，０４９億６，５４２万円余で、 

前年度に比べ、５６億９，３９５万円余、５．７％の増となった。 

○ 収入済額が増加した主な内容： 

・ 借換債・・・・：・４８億８，４０６万円 

・ 一般会計繰入金：・・７億９，３５５万円 

 

支出済額は、１，０４９億６，５４２万円余で、 

前年度に比べ、５６億９，３９５万円余、５．７％の増となった。 

○ 支出済額が増加した主な内容： 

・ 公債費元利償還金・：・５０億１，９５３万円 

・ 県債管理基金積立金：・・６億６，０００万円 

 

 


